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【公開番号】特開2008-212150(P2008-212150A)
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   Ｃ１２Ｎ   5/07     (2010.01)
   Ｃ１２Ｐ  21/02     (2006.01)
   Ｃ１２Ｍ   1/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  35/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/28     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/26     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/22     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/18     (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ   5/00    　　　Ｅ
   Ｃ１２Ｐ  21/02    　　　Ｃ
   Ｃ１２Ｐ  21/02    　　　Ｅ
   Ｃ１２Ｐ  21/02    　　　Ｈ
   Ｃ１２Ｍ   1/00    　　　Ａ
   Ｃ１２Ｑ   1/02    　　　　
   Ａ６１Ｋ  35/12    　　　　
   Ａ６１Ｋ  37/26    　　　　
   Ａ６１Ｋ  37/28    　　　　
   Ａ６１Ｋ  37/24    　　　　
   Ａ６１Ｐ   3/10    　　　　
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   Ｇ０１Ｎ  33/50    　　　Ｚ
   Ｇ０１Ｎ  33/15    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成22年1月28日(2010.1.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
アクチビンＡを含む培地中でヒト多能性幹（ｈＰＳ）細胞を培養し、それによってＳｏｘ
　１７、ＨＮＦ３βおよびＨＮＦ４αから選択される１又は複数のマーカーを発現する内
胚葉細胞を作製する段階を含む、ｈＰＳ細胞から内胚葉細胞を作製する方法。
【請求項２】
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培地がブチラートナトリウムをさらに含む、請求項１記載の方法。
【請求項３】
ｈＰＳ細胞がヒト胚肝細胞である、請求項１記載の方法。
【請求項４】
ｈＰＳ細胞をアクチビンＡと共に培養する前に、ｈＰＳ細胞を無フィーダー条件下でコン
フルエントになるまで増殖させる、請求項１記載の方法。
【請求項５】
アクチビンＡと、Ｓｏｘ　１７、ＨＮＦ３βおよびＨＮＦ４αから選択される１又は複数
のマーカーを発現する内胚葉細胞集団とを含み、前記内胚葉細胞集団が霊長類多能性幹細
胞の子孫である細胞培地。
【請求項６】
前記内胚葉細胞がＳｏｘ　１７およびＨＮＦ３βを発現する、請求項５記載の細胞培地。
【請求項７】
前記内胚葉細胞がＳｏｘ　１７、ＨＮＦ３βおよびＨＮＦ４αを発現する、請求項５記載
の細胞培地。
【請求項８】
酪酸ナトリウムをさらに含む、請求項５記載の細胞培地。
【請求項９】
前記霊長類多能性幹細胞がヒト胚性幹細胞である、請求項５記載の細胞培地。
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